
 

 

中央地区住民を対象とした地元説明会 開催結果概要 

 

１ 日 時 

平成２８年７月１３日 午後７時００分～午後８時３０分 

 

２ 場 所 

大手公民館２階大会議室 

 

３ 参加者 

中央地区住民ほか５６名 

 

４ 市側出席者 

  教育部長、博物館長、博物館事業担当課長、商工課長、都市政策課長ほか 

 

５ 次第 

⑴ 開会 

 ⑵ あいさつ 

 ⑶ 職員紹介 

 ⑷ 説明 

 ⑸ 質疑応答・意見交換 

 ⑹ お礼のあいさつ 

 ⑺ 閉会 

 

６ 質疑応答・意見交換で寄せられた主なご意見・ご要望 

（説明会当日の市側の回答要旨は、「→」の後に掲載している。） 

 ⑴ 基幹博物館の整備に関するもの 

  ア お城と博物館の共通券の販売は維持するのか、別の方法に切り替えるのか。 

   →博物館５館を巡る回遊券をすでに販売もしており、そうした点も含め、共通券の

存続について考えたい。 

  イ バスの乗降場を整備し、今と同じ場所で乗降が維持されるようにしていただきた

い。そうすれば、大名町の賑わいは維持され、博物館の入館者も増えるのではない

か。 

  ウ バスタ新宿のように、屋上にバス駐車場を設け、シャワー効果を狙うことはでき

ないか。 

   →検討することは可能。ただし建物を高層にすることにもなるので、慎重に検討し

たい。 

  エ 工事車両の出入り等が心配。 

  オ 市にとっても１００億円というのは大きい額。東京オリンピックの例もあるが、

事業費は増えていくのではないか。 

   →業者見積りや庁内での試算の結果として、用地費が５億円、展示工事費で１５億



 

 

円、建設工事費で８０億円、その他諸経費で１～３億円の見込み。今後施設構想

の策定等の中で、詰めるべきものは詰めるなど、精査していきたい。 

  カ 博物館の整備に関し、国からの補助はあるのか、それとも全額税金でつくるのか。 

   →現状では、博物館の整備の関係で（文部科学省や文化庁などの）補助金はない。 

  キ 用地費として土地取得費用が挙げられているが、建設予定地は市の所有地ではな

いのか。 

   →北棟（立体式駐車場）の大部分は市の所有だが、平面駐車場は民間会社の所有地。 

  ク 北棟を壊してまで整備をしなければならないのか、平面駐車場の敷地だけでは足

りないのか。 

   →必要な床面積を確保するため、高さのことや三の丸整備の考えの中から考えてい

る。 

 ⑵ 大手門駐車場に関するもの 

  ア 北棟の解体により南棟の月極め駐車場利用が解除されることはないのか。 

   →その予定はない。 

  イ 博物館が整備された際に、既存の駐車場により駐車台数がカバーできるのか。 

   →この３月に次世代交通の実行計画を策定したほか、駐車場の再配置計画も検討し

ている。 

  ウ 平面駐車場の代替地は周辺で確保していただきたい。 

  エ ３１年度に博物館施設の建設に着工するようだが、３１年度までに駐車場の整

備・確保することは考えられているのか、心配のないようにしてほしい。 

  オ 大手門駐車場は松本ぼんぼん等各種のイベント時によく利用されている。イベン

ト時のことも踏まえて駐車場について考えていただきたい。 

 ⑶ まちの活性化に関するもの 

  ア 北棟のテナント４軒が退去することによって、町会が維持できなくなるので何ら

かの協力はできないか。 

   →博物館分館でも各町会の催しに協力するなどしているので、お手伝いはできるの

ではないかと考えている。 

  イ 大名町の人の流れが変わってしまうのではないか。 

  ウ 観光客の回遊性のイメージを、現段階の考えで構わないので、交通量の面と合わ

せて、なるべく詳しく説明していただきたい。 

   →大名町の通りの回遊性に加え、次世代交通政策の中では歩いて回れる観光地を目

指している。駐車場についても、フリンジ（縁）に造るようにできればと考えて

いる。 

 ⑷ 事業の進め方について 

  ア 事業の実施が決まったから説明会を開くのではなく、こういう方法で事業を進め

たいがどうか、という形で説明会を開き地元に相談をしてほしい。 

  イ 大手門駐車場跡地を建設予定地にするまでに、地方事務所跡地などは検討したの

か。 

   →地方事務所跡地についても検討した経過はあるが、「松本駅からお城の間」という

方針の中で地方事務所跡地などは候補から外れ、今回のこの場所に建てることと

した。 



 

 

 ⑸ その他 

  ア 基幹博物館の整備に伴い、博物館の分館の統廃合は検討しているのか。 

   →基幹博物館を整備していく中で、ある程度分館を集約していくことも考えられる。

その点については、改めて検討しご相談していく機会を設けたい。 

  イ 中央地区に住んでいる皆さんの思いは一緒だと思う。自分たちがまちづくりを進

めなければ子どもや孫たちに何も残すことができない。 

  ウ 市は今日の懇談を活かし進めていただきたい。再度こうした機会をもっていただ

きたい。今後、イメージ図を示してから建設に着手していくようにお願いしたい。 


